
【名古屋市美術館共催】「特別展にみる女性たち 2023」

マリー・ローランサンとモード

～画家としてパリの女性を描く～

会場 イーブルなごや ホール（定員：350人）

名古屋市教育委員会 生涯学習課主催

名古屋市美術館 学芸員

勝田 琴絵さん

事前申込不要・入場無料

要約筆記・手話通訳つき

E-3

《託児の申込み》
開催日に満１歳から小学校入学前までのお子様が対象。
託児実費40円が必要です。
電話(052-331-5288)にて実施日の１週間前
（締切日は17：00）までに先着順で受け付けます。

日時

講師

〈特別展>

マリー・ローランサンとモード
名古屋市美術館にて
2023年6月24日（土）～９月3日（日）まで開催

マリー・ローランサン《ニコル・グルーと二人の娘、ブノワットとマリオン》1922年
油彩・キャンヴァス マリー・ローランサン美術館蔵 ⒸMusée Marie Laurencin

イーブルなごや
〒460-0015 名古屋市中区大井町7-25
●地下鉄
名城線「東別院」下車1番出口から東へ徒歩3分
●市バス
金山26系統または昭和巡回系統「大井町」バス停前

二つの世界大戦に挟まれた1920年代のパリ。それは様々な才能が
ジャンルを超えて交錯し、類まれな果実を生み出した、奇跡のような
空間でした。ともに1883年に生まれたマリー・ローランサンとガブリ
エル（ココ）・シャネルの二人は、その自由な時代を生きる女性たちの
代表ともいえる存在です。二人の活躍を軸に、美術とファッションが
お互いの境界を越えてダイナミックに展開していく様子を辿ります。

7/8

託児15人

10:30～12:00

傷害保険等の設定はありません。必要な方は各自でご加入ください。
発熱症状のある方、咳など体調がすぐれない方は参加をご遠慮ください。ご自宅にて検温のうえ、講座にご参加ください。
また、新型コロナウイルス感染症の影響により、定員を変更しての開催、または中止となることがあります。
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